
 

令和３年度 みやぎ農業見聞のつどい 開催要領 
～就農への一歩！聞いて深まる，見て感じる研修～ 

 

公益社団法人 みやぎ農業振興公社 

１．目 的 
近年，県内における地域農業の担い手は，後継者不足や高齢化が進行しており，次 

世代を担う農業者の育成が急務となっています。このような状況の中，非農家出身で
農業に興味・意欲のある方や，他産業に従事し豊富な経験やスキルを持ち合わせてい
る就農希望のある方等を，今後育成すべき農業者として，関係機関と連携のもと支援
することが必要となっています。 

このことから，公益社団法人みやぎ農業振興公社は，新規就農への第一歩として，
農業を職業（仕事）として興味を持たれた方，考え始めている方等に対し，独立自営
就農や雇用就農につながる一助となることを目的に，当イベントを開催するもので
す。 

 
２．日 時 

令和 3 年 10 月 2 日（土） 9 時 30 分 ～ 14 時 30 分 

 

３．場 所 

ＪＲフルーツパーク仙台あらはま 

〒984-0034 宮城県仙台市若林区荒浜新 2 丁目 17-1 

 

４．主 催 

公益社団法人 みやぎ農業振興公社 

 

５．共 催 

宮城県農政部農業振興課，一般社団法人 宮城県農業会議， 

宮城県農業協同組合中央会 

 
 

６．内 容 
 

（１）講 座  
 

 

「果樹栽培について」 
  ～気候風土に合わせた果樹栽培について～ 

仙台ターミナルビル株式会社 果樹専門監 菊地 秀喜 氏 
 
 

（２）先輩農業者の事例紹介 
 

 

【事例紹介①】 
 ～露地野菜等の生産・販売の取り組み状況について～ 

 

仙台市若林区  株式会社仙台あぐりる農園 小倉 真紀 氏 
 
【事例紹介②】 
 ～新規就農の現実～ 

村田町 自然農場 風天 中山  建 氏 



 

（３）果樹園見学及び収穫体験 
 
 

７．参加申込及び参加経費等 

 ・定 員 15 名程度 
※新型コロナウイルス感染防止対策等の観点から定員を制限しており，申し込

み多数の場合は当方で調整させていただくことがありますので，あらかじめ

ご了承願います。 

 ・申 込 〆 切  令和 ３年 ９月１３日（月） 

 ・申 込 方 法 別添参加申込書に必要事項を記載いただき，郵送または FAX 等

でご応募下さい。 

 ・申 込 先 〒981-0914 宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 4-17 

         公益社団法人 みやぎ農業振興公社 担い手育成部 担い手育成班 

         TEL：022-275-9192  FAX：022-275-9195 

  ・経 費 参加者一人 1,500 円（昼食代・農産物購入費等） 
※昼食は統一メニューとなりますので，ご了承願います。 

※集合場所までの交通経費は，自己負担となりますのでご了承下さい。 

 

 

 

【アクセス】 
 

JR フルーツパーク仙台あらはま 

〒984-0034 

  宮城県仙台市若林区荒浜新 2 丁目 17-1 

  TEL:022-390-0770 

 

●公共交通機関でお越しの場合 
 

       

 

 

 

 

 

 

※当日の受付場所は，総合施設棟に隣接している

研修棟(※1)となります。 

仙台市営地下鉄線ご利用の場合 

→東西線 荒井駅下車 

仙台市営バスご利用の場合 

→荒井駅２番のりば   

震災遺構仙台市立荒浜小学校行き 

「震災遺構仙台市立荒浜小学校前」下車 

 

(※1)外観 





講 座

事例
紹介

【お申込み・お問い合わせ先】 公益社団法人 みやぎ農業振興公社 担い手育成部 担い手育成班
TEL : 022-275-9192 FAX : 022-275-9195 mail : sodan@miyagi-agri.com

開催
日時

開催
場所

参加費
・定員

・1,500 円 （昼食代・農産物購入費等）

・15名程度（詳細は，別添開催要領をご覧下さい）
令和3年10月2日（土）9:30～14:30

JRフルーツパーク仙台あらはま 研修棟
〒984-0034
宮城県仙台市若林区荒浜新2丁目17-1
TEL：022-390-0770

申込
締切 令和3年9月13日（月）

先輩農業者の事例紹介

果樹栽培について
～気候風土に合わせた果樹栽培について～

～ 露地野菜等の生産・販売の取り組み状況について ～

～ 新規就農の現実 ～
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仙台ターミナルビルの取組み

2021/10/2

「先端技術」と「収益性の高い農業」経

営モデル

震災復興 地域連携 農業振興

「集団移転跡地の利活用事業」に参画

1

東部被災地域の復興支援 東部沿岸地域の農業生産者や復興事

業に参画されている事業者との連携

東北を元気にする！
地元、日本、世界が欲する食材を育む。

地元、日本、世界が羨む場所を育む。

地元、日本、世界が求める人材を育む。

それを他でもない、震災から再び立ち上がる荒浜で「この地域に生きる人々」とともに育む。

＜仙台ターミナルビルの強い思い＞

かつて人々が住まい、田畑が広がる長閑な地域でしたが、東日本大震災による津波により、その全てがのみこまれてしまいました。

仙台ターミナルビルはこの場所をもう一度、人々の笑い声と笑顔が集う場所にしたい、この想いを胸に、仙台市の集団移転跡地利活用事業に

参画いたしました。 2021年3月18日Ḙ 震災からちょうど10年。荒浜地区にJRフルーツパーク仙台あらはまが誕生しました。
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2

＜位置図＞
せんだい農業園芸センター みどりの杜

＆ ＪＲフルーツパーク仙台あらはま

JRフルーツパーク
仙台あらはま

（仙台ターミナル㈱荒浜事業所）

3

東日本大震災で大きな被害を受けたのち、施設の復興と再整備として事業公募（仙台市農業園芸センター再整備事
業）に参加し、2015年6月受諾。仙台市が掲げる「農と食のフロンティアゾーン」の支援拠点となる施設として、周辺地
域の農業再生に向け、新たに複合経営や6次産業化に向けた加工研修機能、施設園芸の見学・展示機能など、人材

育成や情報発信による収益性の高い農業推進の支援機能となる施設として2016年4月リニューアルオープン

2016年10月からトマトハウスにてトマト狩りの受付を開始し、その後「なし」「ブドウ」「ブルーベリー」「いちじく」などの
果樹の栽培に成功。

「観光果樹園」の運営を通じて直接消費者と交流を図りながら、収益性の高い果樹栽培の技術研修や養液栽培技術を
取り入れたトマト栽培などを行い、地域の発展のため、また農業に新たに挑戦する方を応援していく形で運営を行って
います。

＜先行事業＞
◆せんだい農業園芸センター みどりの杜 ～農業事業のはじまり～

菊地秀喜 果樹専門監

山村真弓 野菜専門監
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＜せんだい農業園芸センター 施設概要＞
所在地 仙台市若林区荒井字切新田13-1（旧仙台市農業園芸センター）

面積
約1.8ｈａ
（・果樹栽培施設：14,000㎡ ・トマト施設：2,200㎡ ・建物その他：1,800㎡）

事業内容
①観光農園事業
②研修事業
③農産物生産促進支援事業

栽培品目

〇果樹：5品目、67品種、14,000㎡、2,055本
ブルーベリー（45品種・3,880㎡・584本）、ブドウ（4品種・3,960㎡・136本）、イチジク（4品種・1,500㎡・420本）
ナシ（8品種・3,070㎡・621本）、リンゴ（6品種・1,580㎡・294本）
〇トマト：10品種、2,100㎡（ベット）、3,650株

4

JRフルーツパーク
仙台あらはまについて

5
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＜仙台市集団移転跡地利活用事業 2017年12月＞
東部沿岸部の津波被災地域において仙台市が防災集団移転促進事業により、買い取っ
た土地（集団移転跡地）について、民間の自由な発想を生かして仙台の新たな魅力を
創出する。
◆市民・事業者などが自由な発想で自ら取組む「新たな土地利用」市民や起業家
・NPO・企業などの方々が自由な発想で主体的に取り組めるよう、できるだけ
低廉な借地料を設定するなど、多様な主体の参加を促します。

◆仙台の「新たな魅力」を生み出す場の創出
自然環境など各地区の特性を踏まえつつ、新たな可能性（チャレンジ）を生み
出す場、新たな魅力を創出する場を目指します。

◆市民・NPO・企業・行政の「新たな役割」を構築
多くの意見やアイデアをいただきながら、土地利用の制約に対し柔軟な対応を
検討するとともに、活動する方々が主体的に運営管理する方法についても検討
していきます。

（仙台市ＨＰ等）

6

＜ＪＲフルーツパーク仙台あらはまのコンセプト＞

一年を通し旬の果物の摘み取り

高品質な果物の市中等への供給（販売・ホテルレストラン等への食材提供）

地域の農業生産者や東部沿岸地域の復興事業に参画している事業者等と連携

旬の果物や野菜を使ったカフェ・レストランと直売所の運営

7
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＜ＪＲフルーツパーク仙台あらはま 施設概要＞
所在地 仙台市若林区荒浜新２丁目17-1.5外(仙台市集団移転跡地)

面積 約10.7ｈａ （・果樹栽培施設：71,200㎡ ・いちご栽培施設：5,000㎡ ・貸農園、自営畑：4,800㎡ ・建物その他25,700㎡）

事業内容

①観光果樹園事業
②加工体験・6次産業化支援事業
③販売・飲食・各種イベント事業
④貸農園事業

栽培品目

〇果樹：8品目、156品種、71,200㎡、12,300本
ブルーベリー（72品種・23,000㎡・5,290本）、ブドウ（8品種・17,500㎡・670本）、イチジク（16品種・3,500㎡・776本）
ナシ（18品種・8,800㎡・1,830本）、リンゴ（34品種・15,000㎡・3,370本）、キウイ（1品種・1,900㎡・80本）
カシス、スグリ類（7品種・1,500㎡・285本）
〇いちご：2品種・2,100㎡（ベット）・13,000株

8

＜品目ごとの収穫時期＞

【２０２１年度】

前年スタートのイチゴの他、ブドウ、リンゴ、ナシ、ブルーベリー、イチジク、キウイ、スグリの栽培全8品目の摘み取り開

始予定。

イチゴ（にこにこベリー）に加えて、菜花（５種類）の摘み取り、スイートコーンのもぎ取り体験、サツマイモ、落花生の摘
み取り体験を開催予定 ※イチゴ以外の作物は6～7回程度のイベント開催予定、野菜を育てる土を育て、将来的な
ＢＢＱなどのアクティビティへの野菜の提供も行って視野に入れる

【２０２２年度】

9

ブルーベリー ブルーベリー

ブドウ

梨

菜の花

スイート
コーン

落花生
サツマイモ

里芋

イチゴイチゴ イチゴスグリ

キウイ

リンゴ

イチジク

菜の花

スイート
コーン

落花生
サツマイモ

里芋
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10

＜ＪＲフルーツパーク仙台あらはまの直売所納品者＞

“マルシェの会”
震災復興を目指す近隣地域 ３７生産者

“授産施設”
障害者を支援する ７施設

＜食育・集客イベント＞
“野菜摘み取り体験”
菜花、パプリカ、落花生、茄子、里芋
大根、白菜 ｅｔｃ

“手ぶらでＢＢＱ”
ＧＷ、夏休み
秋（予定）

11

＜スマート農業加速化実証プロジェクトへの参画＞
農林水産省では、先端技術を生産から出荷まで体系的に組み立てた「スマート実証農場」を全国各地に整備し、デー
タの収集等を行いながら、生産性向上等を目指すプロジェクトを開始します。
ロボット・ドローン・ＡＩ・ＩｏＴ等を活用した新たな農業のことです。超省力・高品質生産を実現します。

○ 非破壊選果機
（QSCOPE-SELECTOR・三井金属計測機工
㈱）
リンゴ、ニホンナシの糖度、酸度、みつ入り
を非破壊で測定。
測定値を品質保証や栽培指針作成に用いる。

○ リモコン式草刈り機
（smamo・㈱ササキコーポレー
ション）
電動式で騒音が少なく、狭い場所
の除草にも使用しやすい形状。

○ パワーアシス
トスーツ
（マッスルスーツ
Edge・㈱イノフィ
ス）
圧縮空気を駆動源
とし、腰を補助す
る。
重量物の運搬や土
寄せ作業等に活用
する。

○ 農作業支援ロボット台車
（汎用農作業支援ロボット・アイ・イート㈱）
機能を拡張し、果実等の運搬、せん定枝収集、除草剤散布
に活用する。

リンゴ（ジョイントV字樹形）

ニホンナシ（ジョイントV字樹形） ブドウ（短梢せん定栽培）

企業経営スマート果樹農業コンソーシアム
＜構成員＞
○仙台ターミナルビル株式会社（実証圃場）
○宮城県農業園芸研究所
○東北大学
○宮城大学
○農研機構果樹茶業研究部門（実証代表）



果樹栽培について

～気候風土に合わせた果樹栽培について

仙台ターミナルビル株式会社

菊地 秀喜

令和3年10月2日

1 宮城の気象条件とワイナリー

西岸海洋性気候・・、気候区分覚えていますか？

＊雨が多い時期、夏の気温、冬の気温に注目です。



2 沿岸部農業で心配な塩は？



 

✅ 新規就農希望者へのアドバイス 

✅ 就農の経緯 

株式会社仙台あぐりる農園 

          小倉
お ぐ ら

 真紀
ま き

  氏 

✅ 今後の展望 

 

✅ 経営理念，事業 

【講師概要】 

✅ 現在の経営概要 



✅ 今後の展望 

✅ 現在の経営概要 

✅ 新規就農希望者へのアドバイス 

✅ 就農の経緯 

 
自然農場 風天 

          中山
なかやま

 建
はじめ

  氏 

【講師概要】 



2021年10月2日(土)



農園 オ ー プ ン 日

野菜の販売
畑直送 この土地ならではの「旬」と「新鮮」

仙台いも工房りるぽて
『いもづるい美味しさ』スイートポテトの販売

畑 農園の見学
豊かな自然と人と共に、農業に触れる場を

with

平松農園/仙台あぐりる農園

毎月
第２日曜
12：００
~15：00

震災遺構荒浜小学校 お隣
仙台市若林区荒浜字新堀端２９－１
看板、のぼりが目印です。

かさ上げ道路
荒浜交差点

避難の丘

荒浜小

農園

MAP

01

02

03

平松農園は七郷地区、仙台あ
ぐりる農園は六郷地区で、野
菜を生産する専業農家です。

仙台市沿岸部は、古くから海
辺の自然環境の中で暮らしが
営まれてきました。
農業と、田畑の営みは季節を
感じる風物詩でもあり、震災
の後の復旧を経て、戻りつつ
あります。
農業のこれからのありかたを
考える機会を、みなさんと共に
作っていきたいと思っていま
す。

連絡先： 平松農園

Twitter Instagram毎日更新中


